
日本生体医工学会平成 25年度第１回理事会 議事録 

日時：平成 25年 6月 7日（金） 14:00-17:20 

会場：AP東京八重洲通り Oルーム 

出席 

 

 

配付資料 

２５－１－２    平成 25年度第 1回理事会議事録 

２５－１－３    平成 25年度第 1回理事会入退会状況の件 

２５－１－４    選奨各賞受賞者決定報告 

２５－１－５    2013年度第 1回生体医工学科連絡委員会報告 

２５－１－６    第 10回生体医工学サマースクールの準備状況について 

２５－１－７    専門別研究会について 

２５－１－８－①  平成 24度収支決算について 

２５－１－８－②  平成 25年度収支予算案について 

２５－１－９    利益相反の管理に関する件について 

２５－１－１０－① 編集状況 

２５－１－１０－② COI 開示に関する規定・関連資料の改訂ならびに掲載料の改訂に
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ついて 

２５－１－１０－③ 今後の改定周知作業について 

２５－１－１１   IEEE-EMBS2013、第 52回大会準備状況報告 

２５－１－１２   第 53回大会準備状況 

２５－１－１３   第 54回大会準備状況 

その他－①     平成 25年度理事会日程について 

その他－②     持ち回り審議について 

           ・臨床ME専門認定士（更新・新規）の承認について 

その他－③     協賛等の状況（資料回覧） 

その他－④     IFMBE関連の報告について 

 

理事会成立の確認 

大城理事より理事会成立を確認し，開会を宣言 

１．新理事の自己紹介 

新理事により自己紹介 

 

２．前回議事録承認の件 大城理事 

前回議事録 ２５－１－２ の内容を確認し承認 

 

３．入退会状況について 大城理事 

２５－１－３ 

入退会状況に関する資料を回覧 

退会 ６７名の理由 → 会費長期滞納者の整理による 

幽霊会員になっている」会員をどのように扱うか （阿部監事） 

昨年代議員に選出された会員の中から３年以上の未払い者に対して意思確認し，支払

いの意思がない場合は退会を薦めた． 

 

４．選奨の報告 （佐久間理事） 

２５－１－４ 

論文賞（山家理事），研究奨励賞・坂本研究刊行助成賞・阿部賞（吉田理事），新技術

開発賞（石原理事），荻野賞（野村理事）の受賞者について報告があった． 

新技術開発賞の第二席と，荻野賞の受賞者が重複している件について 

新技術開発賞選定委員長の石原理事より，重複受賞について，外部から評価を受けた

場合，重複受賞者に対し批判的意見を受けることは問題であり，新技術開発賞は対象

外とすべきではないかと考える． 

荻野賞選定委員の野村委員長から，従来２件あったが１件でもやむなしとのこと，次



点の候補者が実用化前でかつ他の賞をいくつか受賞しているとのことであった． 

新技術開発賞，荻野賞それぞれ１件ずつとすることで承認された． 

荻野賞の受賞タイトルが長いので 

「術中情報直感操作型インターフェースシステムの開発と臨床応用」に変更するよう

に推奨する． 

今年度の研究奨励賞他の発表について，発表はどうするか？ 

今年度の発表も対象にするようにしている． 

詳細については牧川大会長，田村プログラム委員長で詰める． 

 

５．生体医工学科連絡委員会報告（吉田理事） 

２５－１－５ 

出版物について 

コロナ社 新コロナシリーズの一冊として出版を行うこととなった． 

先端医療を支える工学－生体医工学への誘い－ 

日本生体医工学会編としての承認を得たい→承認された． 

 

 石原理事より発言 

  医学生・研修医・医学部教育担当者のための教材WG 

  目的：MDのME 機器を活用するための動機付け 

  形式：ME機器の進歩に追いつくため，最低でも４年に一回の見直しを行う． 

   パワーポイント，PDF，ムービー，シミュレーションプログラム他 

  著作権： 生体医工学会編とし，個々の内容については作成者自身に帰属するものと

する． 

  教材作成：プロによる撮影と編集を行うことを前提とする． 

      2013.9-2014.4 および 2014.5-2015.4 に撮影と編集を予定している． 

  予算： 2年で 370万円程度，4,5年毎に半額の予算で改訂を予定． 

 

 技術教育委員会（嶋津理事）より，看護師担当に同様のコンテンツを作成しようと

考えている．MD は MD の事情もあろうことより，MD 主導のコンテンツを作成して

いただきサポートするという立場で参加した方が良いかと思う．ただし，予算に関し

ては技術教育委員会でサポート可能である． 

独立したWGを立ち上げることを承認する 

 

６．第１０回生体医工学サマースクールの準備状況について （事務局武田） 

  ２５－１－６ 

  実行委員長 防衛医科大学 石原美弥 



  2013年 8月 6日~8日 

  実施場所 新狭山ホテル 

  会費： 学生１５０００円，一般２００００円 

  定員２０名 

  学会ホームページで広報を行う． 

 

７．専門別研究会について （田村理事） 

２５－１－７ 

５研究会が解散 

ほとんどの研究会について再申請が必要となる． 

会長の交代が必要な研究会がある． 

会計については適正に執行されていた． 

未来のバイオメディカルデザイン研究会が書類未提出 

再度督促の上，未提出であれば今年度の予算を分配しない． 

その他の研究会については仮払いを認める 

 

８．平成２４年度収支決算について（事務局 武田） 

２５－１－８－① 

３年後に税務調査が入る可能性があり，できればそれまでに公益法人化するべきであ

ると思われる．そのためには試験事業も公益事業とし，収支のバランスをとるべきで

あろう（阿部監事）． 

平成２７年４月１日を目途に公益法人化することを目標とする． 

公益法人化にあたり，公益法人としての立場を確認すると，学術団体はすべからく公

益事業を行なっているという総務省の見解である． 

公益法人化を目指し，WGを立ち上げることとする． 

 

９．平成２５年度予算案について 

２５－１－８－② 

公益法人化に向けて２６年度は決算を０もしくは若干の赤字決算として欲しい（これ

までは赤字予算で，黒字決算）． 

 

１１． 利益相反の管理に関する件について （石原理事） 

  ２５－１－９ 

 

 

 



１２． 編集状況について（木村理事） 

  ２５－１－１０－① 

  生体医工学誌： 去年通り， 

  ABE誌： ５８編投稿，現在２１本採択  

  JSTAGEへのアップロードも開始 

 

１３． 投稿規定の改訂について（木村理事） 

  COI開示に関する規定，掲載料の改訂について 

  ２５－１－１０－② 

  掲載料の改訂について 

和文誌掲載料 ２００００円として 

  英文誌 ①０円，②５０００円，③１５０００円 の３案 

編集委員会としては，ABEは重要な事業であるため①案としたい． 

英文誌は無料とする案を採用することが承認された． 

 

２５－１－１０－③ 

日本生体医工学会における利益相反開示ポリシー（案）について 

実際に利益相反で問題になった事例はないと思われる（石原理事） 

 

厚生労働省の指針についてを引用するのは問題があると考える（石原理事） 

 

その他の問題を含め，石原理事が詳しいので改訂案を提案していただけないか 

→牧川理事，木村理事と連携しつつ改訂案を作成する． 

英文の規定も改定し，日付を次回の理事会に送る． 

 

１４． 第５２回大会＋EMBC2013準備報告 

 ２５－１－１１ 

 口頭発表１１７８編 

 ポスター１２９６編 

    合計２４７４編を予定 

  

  ７月３日 

  生体医工学会総会 １７：３０－１８：３０ 

  編集委員会 １１：３０－１３：００ 

  専門別研究会 １４：００－１６：００ 

  IFMBE AP WG  



  NEDOセッション １３：００－１７：００ 

  その他 臨床工学セッションを予定 

 

  昼食については Luncheon Seminar を予定 2000食を用意 

１５．第５３，５４回 大会準備状況について  

２５－１－１２，１３ 

   第５３回 ２０１４年６月２４日（火）~２６日（木） 

   会場 仙台国際センター 

   大会長 松木英敏（東北大学大学院医工学研究科医工学専攻） 

  第５４回は未定 

 

１６． 本年度理事会の日程について 

 ２５－１－１４－① 

 第二回 ７月２６日（金） 

   第三回 １０月２５日（金） 

 第四回 １月１７日（金） 

 第五回 ３月１４日（金） 

    いずれも AP東京八重洲通り 

１７． 臨床ME専門認定士 

    ２５－１－１４―② 

    承認された． 

１８． 他団体との共催・後援・協賛状況 

    ２５－１－１４－③ 

後援 ６件， 協賛 ２３件 

１９．IFMBE Council of Societies Charter について（佐久間理事） 

   ２５－１－１４－④ 

IFMBEの組織改革が行われる 

    今後 APで持ち回りで代表を出すような組織づくりが必要であると思われる． 

 佐久間理事を中心にネゴシエーションすることをお願いしたい． 

２０． 支部主催の行事について 

  関東支部の発表会について 

  宇都宮工業高校の発表が受賞した 

  作新学院からクレームがあった． 

  生体医工学会としては選奨には問題がなかったと回答する． 

２１ 総会資料について 

   ６月１４日までに修正点を事務局まで． 


